


〈公財〉

小
牧・長
久
手
の
戦
い
開

戦
。長
久
手
の
戦
い
で

家
康
軍
に
敗
れ
る
。織

田
信
雄
と
和
睦
。

幼
少
期
に
那
古
野
城
主

と
な
る
。

坂部城址

永
禄
８

一
五
六
五
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國盛 酒の文化館

生駒屋敷跡

国宝犬山城天守



築城には当時最高の人材が集
められた。築城の名手・加藤清
正をはじめ、障壁画の狩野派、
城大工・中井正清、小堀遠州な
ど、存命中に完成した家康の代表的な城である。

名古屋城築城・名古屋開
府400年を記念して復元
された「本丸御殿」。戦争
で焼けるまでは、京都・二
条城の二の丸御殿と並ぶ城郭御殿の最高傑作
であった。武家文化の原点が蘇り、平成30年6
月に完成公開された。

桶狭間古戦場伝説地

（2025年3月現在休館中）

豊明市

貴重なエリアだ。大鳥居をく
ぐると秀吉一色。

近世



日
本
経
済
新
聞
出
版
社
よ
り

その踊りが阿波踊りのルーツともいわれる。

堀田道空の庭で、信長が女踊りを舞った。

あ
ま
市

あ
ま
市

あ
ま
市

            

あ
ま
市

は
多
く
の
武
将
の

”ふ
る
さ
と
“と
し

て
有
名
だ
。

清洲公園周辺には
「清洲城天主閣」や

あま市

名
鉄
名
古
屋
本
線

JR
東
海
道
本
線

長久手市

清須

清須



　長
久
手
の
戦
い
は
局
地
戦
と
は
い
え
、

家
康
軍
の
圧
倒
的
な
勝
利
で
終
る
。こ
の

戦
い
は
、尾
張
武
士
と
三
河
武
士
の
戦
い

で
も
あ
り
、改
め
て
三
河
武
士
の
強
さ
を

天
下
に
し
ら
し
め
た
。し
か
し
、こ
こ
か
ら

秀
吉
が
本
領
を
発
揮
す
る
。再
度
、信
雄

を
籠
絡
し
、信
雄
と
和
議
を
結
ぶ
。合
戦

の
大
義
名
分
を
失
っ
た
家
康
は
、振
り
上

げ
た
刀
を
、鞘
に
収
め
る
し
か
術
が
な

か
っ
た
。

池田軍を攻撃、玉砕した。

約6000の池田軍に

信
長
は
、瀬
戸
物
の
円
滑
な

取
引
を
保
障
し
、新
た
な
諸

税
の
負
担
を
禁
止
し
て
い

る
。ま
た
朱
印
状
を
発
行

し
、窯
屋
を
自
ら
の
保
護
と

統
制
の
下
に
置
こ
う
と
す
る

な
ど
、産

業
と
し
て

の
瀬
戸
物

を
重
要
視

し
た
。

秀吉軍は犬山に進軍し、さらに楽田城に本陣を置いた。
家康軍は、羽黒で森隊をたたき、小牧山城に陣を構えた。
約5kmの距離で、両者のにらみ合いが続く。

山

小
牧
山
城
﹂

史
跡
小
牧
山・

小
牧
山
歴
史
館・

れ
き
し
る
こ
ま
き

国
宝
犬
山
城
天
守・

城
下
町・

城
と
ま
ち

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

久
昌
寺
跡

小牧山城に本陣を構えた。
羽
柴

羽柴

秀
吉
︵
犬
山
城
・
楽
田
城
︶
VS
家
康
︵
小
牧
山
城
︶
�
最
初
で
最
後
の
全
面
対
決
�

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
が

は
じ
ま
る
�

長
久
手
の
戦
い
は
�

名鉄西尾線
一宮

尾張大國霊神社
（国府宮） 稲沢

清洲

名
鉄
名
古
屋
本
線

JR
東
海
道
本
線

史跡小牧山

犬山城・城とまちミュージアム・

長久手古戦場
［古戦場公園・血の池公園・
首塚・色金山歴史公園］

（小牧山歴史館･れきしるこまき）

国
宝
の
犬
山
城
天
守
、茶
室

「
如
庵
」を
は
じ
め
、城
と
ま

ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、IMASEN

犬
山
か
ら
く
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
、犬
山
城
下
町
な
ど
、町
中

が
文
化
財・名
所
の
宝
庫
だ
。

国宝 犬山城天守



（とこなめ陶の森資料館蔵）

大野城址

羽豆崎城址

名
鉄
常
滑
線

名
鉄
知
多
新
線

名
鉄
河
和
線

名
鉄
三
河
線

JR
東海道新幹線

J
R
武
豊
線

名鉄名古屋本線

坂部城址

刈谷市歴史博物館

楞厳寺

ミツカンミュージアム

國盛 酒の文化館

とこなめ陶の森資料館

松平家中の争いの結果、於
大は3歳の竹千代を残し、刈
谷に帰された。

天文16年（1547）、竹千代は織田氏の人質となった。

於大は刈谷城下のこの屋敷
でひっそりと暮らしていた。

実
は
、漫
才
の
ル
ー
ツ
は
、

こ
こ
知
多
市
八
幡
と
い
わ

れ
て
い
る
。今
で
も
続
い
て

い
る
日
本
の
伝
統
芸
能
だ
。

（
碧
南
市
）↓
岡
崎
城
へ
無

事
に
帰
還
し
た
。（
異
説
あ

り
）

坂部
元康（家康）は、「桶狭間の戦い」の後に坂部城を訪れている。

坂
部
城
趾

と
こ
な
め

陶
の
森
資
料
館



西
尾
市
吉
良
町
に
は
吉
良
氏
ゆ

か
り
の
黄
金
提
や
華
蔵
寺
。大
久

保
彦
左
衛
門
で
知
ら
れ
る
幸
田

町
に
は
彦
左
公
園
、深
溝
松
平
氏

の
本
光
寺
が
あ
る
。碧
南
市
に
は

「
伊
賀
越
え
」で
有
名
な
大
浜
や

「
竹
千
代
」命
名
の
寺
、称
名
寺
が

あ
る
。高
浜
市
に
は
家
康
ゆ
か
り

と
伝
わ
る「
田
戸
の
渡
し
跡
」や

か
わ
ら
美
術
館・図
書
館
。知
立
市

で
は
家
康
が
植
え
さ
せ
た
東
海
道

の
松
並
木
が
今
も
旅
人
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
。

松
平
氏
は
、

松
平
郷
、岩

津
城
、安
城

城
と
居
城
を

移
し
、安
城

の
50
年
間
で

勢
力
を
大
き
く
拡
大
し
た
。

安
城
市
に
は
安
祥
城
址（
安

城
城
跡
）や
三
河
一
向
一
揆
の

拠
点
、本
證
寺
、石
川
丈
山

ゆ
か
り
の
丈
山
文
庫・丈
山

苑
が
あ
る
。

西
尾
城
跡
に
は
、本
丸
丑
寅

櫓・二
之
丸
屏
風
折
れ
土
塀
な

ど
城
郭
の一部
が
復
元
さ
れ
、

西
尾
市
歴
史
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
る
。家
康
ゆ
か

り
の
養
寿
寺
や
足
利
一
門
の

名
族
吉
良
氏
の
菩
提
寺
で
あ

る
実
相
寺
、吉
良
氏
の
分
家

に
あ
た
る
戦

国
大
名
と
な

っ
た
今
川
氏
の

発
祥
地
も
見

逃
が
せ
な
い
。

（安城城跡）

知立市歴史民俗資料館

（2025年3月現在休館中）かわら美術館・
図書館

刈谷市歴史博物館

華蔵寺

みよし市

名
鉄
名
古
屋
本
線

JR東海道新幹線

名鉄豊田線

名鉄三河線

名鉄豊川線

JR
飯
田
線

JR東海道新幹線
JR東海道本線

J
R
武
豊
線

名
鉄
西
尾
線 名鉄蒲郡線

名鉄名古屋本線

名
鉄
河
和
線

三層5階の天守閣で、2階～3
階は歴史資料館、4階はシア
ター、5階は展望室になってい
る。隣接する「三河武士のやか
た家康館」は家康と三河武士
をする上で必見だ。

位牌

（
安
城
城
跡
）

忠



〈公財〉犬山城白帝文庫蔵

池
波
正
太
郎
『
炎
の
武
士
』
角
川
書
店
よ
り

豊
川
市

吉田城址

吉
田
城
址・ 発

祥
地

新城市では、長篠城址史跡
保存館と設楽原歴史資料館
が、火縄銃など、長篠の戦い
にまつわる遺品や文献を展
示している。

戦い

豊
橋
市
に
は
浮
世
絵
に

も
書
か
れ
た
吉
田
城
や

二
川
宿
本
陣
資
料
館
な

ど
街
道
に
ま
つ
わ
る
名

所
が
多
い
。戦
国
期
は
戦

略
的
拠
点
と
し
て
酒
井

忠
次
が

吉
田
城

主
を
勤

め
た
。

江
戸
期・長
岡
藩
主
を
勤
め
た
牧

野
氏
が
治
め
た
の
が
、牛
久
保
城

で
あ
る
。付
近
に
は
山
本
勘
助
の

墓（
永
谷
寺
）や
今
川
義
元
の
墓

所（
大
聖
寺
が
あ
る
。）今
川
義

元
の
子
・
氏
真

は
、亡
き
父
の

三
回
忌
を
大

聖
寺
で
い
と
な

ん
だ
と
い
う
。

二川宿本陣資料館

民俗資料館

みよし市

吉田城址

豊鉄渥
美線

JR飯
田線

名鉄蒲郡線

名
鉄
名
古
屋
本
線JR東海道新幹線

名
鉄
西
尾
線

J
R
武
豊
線

JR東海道本線

名鉄
三河
線

名鉄豊田線

愛
知
環
状
鉄
道

（2025年3月現在休館中）



（
南
明
院
蔵
）

あま市

お
ね

城とまちミュージアム（犬山市文化史料館）

0568-62-4802

唐
犬
頭
巾

と
う  

け
ん    

ず    

き
ん

（〈
公
財
〉犬
山
城
白
帝
文
庫
蔵
）

文
禄
元
年（
１
５
９
２
）、

朝
鮮
出
兵
に
際
し
て
豊

臣
秀
吉
が
諸
将
の
馬
揃

え
を
さ
せ
た
と
き
に
馬

上
の
成
瀬
正
成
が
着
用

し
て
い
た
も
の
。

犬山市
犬山城南

岡崎市
岡崎城公園内

に関する資料等を所蔵。

付家老を務めた
展示。

リニューアル工事のため休館中。
2026年（令和8年度）プレオープン予定。

清洲古城跡公園内

市民が参加して、手作りの甲冑を制作して
いる。清洲城では、ここで制作された手作
り甲冑の試着体験も楽しめる。

0561‐56‐0627

長久手市
古戦場公園内

（仮称）長久手古戦場記念館

2026年春、市内の史跡巡りの拠点となる
「（仮称）長久手古戦場記念館」が古戦場公
園内に新規開館予定。



信長が領土を拡大し上洛する頃、瀬戸の陶工
たちは美濃の地に移り、後に黄瀬戸や瀬戸黒
など、いわゆる桃山陶を生み出した。

集めた大名道具をまとめて収蔵し、その数は一万
件にも及ぶ。国宝9件、重要文化財59件など、世
界にも類をみない日本唯一の美術館だ。



火おんどり

郷土の英雄・徳川家康公を偲び、家康を
はじめ、約700名の武者や騎馬が絢爛
豪華に練り歩く。

太閤まつり5月の第２土曜日・日曜日
名古屋市

尾張津島天王祭

尾張津島天王祭

大名行列・山車祭
7月第4土曜日と
その翌日

例年7月の最終土曜日
幸田町

豪華に飾り付けた馬を鉄砲隊や棒隊が警固
し、練り歩きながら火縄銃を発砲し、神社へ奉
納する豊年祭。長久手市の無形民俗文化財。

警固祭り 10月中旬
長久手市

全国の武将隊や忍者隊等による演武に
加え、火縄銃の実演、サムライ・ニンジャ
体験など、幅広い層が楽しめるイベント。

サムライ・ニンジャ
フェスティバル

警固祭り

サムライ・ニンジャ
フェスティバル

11月
名古屋市

300

6月上旬

する郷土英傑行列、市指定文化財 山車
揃、郷土芸能祭など名古屋を代表する祭り。

華麗で幻想的な津島神社の祭礼。600年近く
の伝統を誇り、織田信長も鑑賞したという。国重
要無形文化財指定、ユネスコ無形文化財登録。

大名行列・山車祭 5月上旬（不定期開催）
刈谷市

江戸時代から続く伝統行事。市指定文
化財の山車、奴のねりや於大も行列に
加わり、豪華絢爛な大名行列が壮観。

清洲城信長まつり

城広場でのイベント、火縄銃の実演な
ど、戦国時代へタイムトリップ。

信長まつり

火おんどり

❶❷❸

❹❺❻

❼❽❾

101112

131415

161718

今の幸田町坂崎の領主でもあった。そん
な彦左衛門ゆかりの祭り。



長田（永井）氏

企画・発行／愛知県


